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発行部数  9,000部 

～ トピックス ～ 

・決まりました！ 
  新しい民生委員・児童委員と 
  主任児童委員 

・福祉相談 
  まずは身近なボラセンへ 

・分科会だより 
 ～香川公民館祭り～ 

 ～まち探検同行記～ 

 ～健康づくり講座～ 
 ～ボランティア入門講座～ 

・湘北地区市民集会 

・視察研修 
 ～つつじ学園、白十字会林間学校～ 

・体験レポート 
 ～茅ヶ崎市転倒予防教室～ 

・地域だより 
 ～鶴が台(Ｅラウンジ)～ 
 ～みずき(カフェみずき)～ 

 ～鶴が台一街区(ほほえみサロン)～ 

 ～育児支援グループ一覧～ 

・編集後記 

   ～ 湘北地区の人口・世帯数 ～ 

            人口         世帯数 

  鶴が台   5,151(- 105) 2,503(- 11) 

  香川   11,692(+  78)  4,383(+ 33) 

  松風台  1,603(-  11)   607(+  6) 

  甘沼   5,251(-  38)  2,099(+ 22) 

  みずき   2,800(+ 507)    947(+163) 

 湘北地区  26,497(+ 431) 10,539(+213) 

 茅ヶ崎市 236,462(+1063) 94,361(+932) 

 

 人口:2011年2月1日現在 

 世帯:2010年9月1日現在 [()内は対前年比] 

◆ホームページ ⇒『湘北地区社協』検索  ★手助けが必要な時 ⇒ 湘北地区ボランティアセンター 0467(27)2030 (毎週月,木:10時～12時) 

「湘北地区社会福祉協議会(湘北地区社協)」は、湘北地区住民の福祉を進める社会福祉団体です。 

 

天
候
に
恵
ま
れ
た
平
成

二
十
二
年
十
一
月
五
日
か

ら
七
日
の
三
日
間
、
恒
例

の
公
民
館
祭
り
が
開
催
さ

れ
、
湘
北
地
区
社
協
も
六

日(

土)

の
バ
ザ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 

販
売
内
容
は
、
親
子
連

れ
に
人
気
の
綿
菓
子
・
水

飴
せ
ん
べ
い
や
地
元
食
材

を
使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
販
売
。
当
日
は
小
学
校

の
公
開
授
業
と
重
な
り
心

配
し
た
が
、
各
委
員
の
売
り
込
み
で
完
売
、
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
七
日(

日)

は
、
焼
き
鳥
・
焼
き
そ
ば
・
け
ん
ち
ん

汁
（
地
産
地
消
の
表
示
）
、
特
に
餅
つ
き
実
演
販
売
に

は
、
長
い
行
列
で
広
場
い
っ
ぱ
い
の
人
で
し
た
。 

 

今
年
は
、
各
自
治
会
掲
示
版
・
駅
構
内
・
新
聞
社
等
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
し
宣
伝
に
努
め
ま
し
た
の
で
、
昨
年

よ
り
来
場
者
も
多
く
大
変
盛
況
で
し
た
。 

 

一
方
、
湘
北
第
二
十
二
号
の
記
事
に
「
十
年
後
の
祭
り

に
向
け
て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
企
画
『
今
か
ら
そ
の
時
が

楽
し
み
で
す
ね
』
」
と
。
初
め
て
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
ら
れ

た
十
三
年
前
の
各
サ
ー
ク
ル
団
体
の
す
ば
ら
し
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
乳
幼
児
の
可
愛
い
絵
等
が
展
示
又
は
上
映
会
で

『
公
民
館
の
歴
史
、
今
に
つ
な
が
る
』
が
披
露
さ
れ
て
、

皆
さ
ん
感
動
し
十
分
楽
し
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

毎
年
売
り
上
げ
は
、
地
域
福
祉
の
活
動
に
使
わ
れ
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
充
実
し
た

『
ま
つ
り
』
を
継
続
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

  

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
九
日
（
日
）
、
第
二
回
目
と

な
る
湘
北
地
区
の
地
域
福
祉
を
考
え
る
懇
談
会
に
よ
る

「
ま
ち
た
ん
け
ん
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ
ー
を
起
点
と
し
香

川
公
民
館
ま
で
を
、

三
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
車
椅
子
に
乗
り
、

シ
ニ
ヤ
カ
―
を
引
い

て
町
を
歩
き
、
健
常

者
で
は
見
逃
し
が
ち

な
町
の
不
具
合
点
を

み
つ
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
Ａ
コ
ー

ス
は
香
川
小
学
校
西

側
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
香

川
小
学
校
東
側
、
Ｃ

コ
ー
ス
は
ユ
ニ
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
前
を
通
る
ル
ー
ト
で
し

た
。
ま
ち
た
ん
け
ん
に
は
、
茅
ケ
崎
市
福
祉
総
務
課
、
茅

ケ
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
か
ね
」
、
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
方
々
約
三
十
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
一
時
間
ほ
ど
か
け
た
ま
ち
た
ん
け
ん
の
後

で
、
公
民
館
内
で
は
ル
ー
ト
ご
と
に
「
振
り
返
り
」
を
し

て
、
道
路
の
凹
凸
や
急
な
傾
斜
、
歩
道
部
に
停
め
た
違
法

駐
車
、
歩
道
に
お
か
れ
た
鉢
植
え
や
植
栽
の
枝
、
横
断
歩

道
の
不
明
瞭
な
表
示
や
車
い
す
で
の
横
断
に
は
不
足
気
味

な
信
号
の
間
隔
な
ど
気
づ
い
た
点
を
発
表
し
あ
い
、
後

日
、
問
題
点
の
対
処
方
法
を
検
討
し
関
係
者
の
協
力
を
頂

き
な
が
ら
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
湘
北
地
区
で
は
平
成
二
十
三
年
二
月
よ
り
新
し
い
試
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
福
祉
何
で
も
相
談
」
と
し
て
悩
み

事
や
心
配
事
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
従
来
の
相
談
窓
口

の
ほ
か
に
毎
月
第
一
火
曜
日
（
一
〇
時
～
一
二
時
）
が
加

わ
り
ま
し
た
。
悩
ん
だ
と
き
は
地
区
ボ
ラ
セ
ン
か
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
、
茅
ケ
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

も
連
携
し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
先
】 

 

 

◎
湘
北
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎(

２
７)

２
０
３
０ 

 
 

 
 

 
(

毎
週
月
、
木
、
及
び
毎
月
第
一
火
曜
日
、 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

十
時
～
十
二
時)

 

 
 
(

相
談
員)

 

有
元
佳
子
、
磯
野
瑠
美
子
、
星
き
よ
み 

 

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
ね 

☎(

５
５)

１
５
３
５ 

 

 
 

 
 

 
(

毎
週
月
～
土
、
八
時
三
十
分
～
十
七
時)

 

 
 
(

相
談
員)

 

阿
部
洋
子 

福 

祉 

相 

談 
 

ま

ず

は

身

近

な

ボ

ラ

セ

ン

へ 

 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
付
で
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
左
表
の
方
々
が

湘
北
地
区
の
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
二

十
五
年
十
一
月
ま
で
の
三
年
と
な
り
ま
す
。 

  

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
り
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
で
、
身
障
者
、
高
齢

者
、
母
子
、
児
童
問
題
な
ど
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
利
用
支
援
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉
に

関
す
る
活
動
を
専
任
で
行
い
ま
す
。 

  

な
お
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
相
手
の
秘
密

を
厳
守
し
、
承
諾
な
し
に
第
三
者
に
は
伝
え
な
い
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

決
ま
り
ま
し
た
！ 

 

 

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

主
任
児
童
委
員 

「湘北」は、 

湘北地区社会福祉協議会が 

毎年２回発行しています。 

 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日(

日)

香
川
公
民
館
講

義
室
に
於
い
て
、(

株)

ツ
ム
ラ 

中
島
実
氏
を
講
師
に
迎

え
て
健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
、
「
き
い
て
ト
ク
す
る

漢
方
薬
」
と
題
し
、
六
十
名
以
上
の
参
加
者
へ
漢
方
薬
に

関
す
る
講
座
を
行
っ
て
頂
い
た
。 

 

講
義
は
、
漢
方
医
学
の
常
識
ク
イ
ズ
と
し
て
、 

①
漢
方
医
学
は
日
本
の
伝
統
医
学
で
あ
る
か
？ 

②
漢
方
薬
は
長
く
飲
ま
な
い
と
効
果
が
出
な
い
か
？ 

③
ド
ク
ダ
ミ
は
漢
方
薬
で
あ
る
か
？ 

④
漢
方
薬
は
副
作
用
が
な
い
か
？ 

⑤
漢
方
薬
は
健
康
保
険
が
き
く
か
？ 

 

の
問
い
に
対
し
、
中
島
氏
の
丁
寧
な
解
説
で
参
加
者
に

理
解
し
て
も
ら
う
形

式
で
行
わ
れ
た
。 

 

漢
方
医
学
は
、
千

八
百
年
前
の
古
代
中

国
で
書
か
れ
た
生
薬

の
配
合
比
や
使
用
目

安(

症
状)

が
記
載
さ

れ
た
医
学
書
を
起
源

と
し
、
そ
れ
が
日
本

に
伝
わ
り
発
展
を
遂

げ
た
医
学
で
あ
り
、

現
代
で
も
当
時
の
成

分
で
作
ら
れ
る
薬
も

多
く
あ
る
こ
と
を
知

り
、
古
代
の
人
々
の
知
識
に
驚
き
を
持
っ
た
。
ま
た
現

在
、
ツ
ム
ラ
で
扱
っ
て
い
る
漢
方
薬
は
植
物
原
料
が
大
半

で
、
動
物
原
料
は
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
、
漢
方
薬
で
使

わ
れ
る
生
薬
の
原
料
は
、
品
種
や
産
地
が
異
な
る
と
成
分

が
変
わ
り
、
安
定
し
た
品
質
で
供
給
す
る
に
は
、
簡
単
に

国
産
に
切
り
替
え
で
き
な
い
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
も
多

く
出
て
き
た
。 

 

講
義
に
対
す
る
質
疑
時
間
も
多
く
取
ら
れ
、
そ
の
中

で
、
報
道
で
漢
方
薬
に
関
す
る
話
題
を
見
聞
き
し
、
そ
の

薬
は
自
分
に
あ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
と
思
い
講
師

に
質
問
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
講
師
か
ら
は
、

漢
方
薬
は
一
人
ひ
と
り
の
体
質
や
病
気
の
症
状
を
見
極
め

な
が
ら
最
適
の
漢
方
薬
を
使
い
分
け
て
い
く
た
め
、
自
分

で
判
断
せ
ず
、
必
ず
医
師
に
診
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
漢
方
薬
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、

一
度
病
院
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

～
健
康
づ
く
り
講
座
～ 

「
き
い
て
ト
ク
す
る
漢
方
薬
」 

問 

題 

点 

が 

い 

っ 

ぱ 

い 

！ 

～ 

ま
ち
探
検
同
行
記 

～ 

～
中
村
五
初
男
様
に
感
謝
状
～ 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日
、
市
民
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
茅
ケ
崎
市
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
地

域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
湘
北
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
の
中
村
様
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

  

大    

盛    

況   
 

！ 

～
香
川
公
民
館
祭
り
～ 

〈 

分
科
会
だ
よ
り 

〉 
地区 氏名 電話(*)       地区 氏名 電話(*)

松風台 有元 佳子   甘沼 藤澤 百合子
伊藤 和子 沼上 純子
山口 正美 川崎 政雄

鶴が台団地 井上 和子 柿沢 美穂子
古郡 祐子 澄川 篤
倉林 民子                    香川  中山 七恵
小川 自子 中村 博子
瀬高 洌 岩本 マチ子

南雲 惠子 櫻井 勝
遠藤 正一  小笠原 幸四郎

森井 香代子 新倉 篤子
鶴が台一街区 佐久間 キミ子 宮原 澄江

野島 勝生
菊田 貴美子

氏名 電話(*) 　長谷川 泉太郎
湯川 さだ子 みずき 市川 章弐
櫻井 あかね         佐藤 幸雄

民生委員・児童委員一覧(敬称略)

主任児童委員一覧(敬称略)

motoharu
タイプライターテキスト

motoharu
タイプライターテキスト
(*)お問合せは82-1111保健福祉課へ
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広報 湘北 P.2 

  

～
編
集
ス
タ
ッ
フ
～ 

 

榎
本 

久
昭  (

甘
沼)

 

 

伊
東 

治
尊 

(

香
川)

 
 
 

 

生
月 

小
夜
子(

香
川)

 

 

佐
々
木 

修  (

松
風
台) 

 

倉
林 

民
子 

(

鶴
が
台) 

 

田
中 

博
子 

(

ラ
イ
ト
タ
ウ
ン) 

 

堀
川 

英
雄  (

み
ず
き) 

◆ホームページ ⇒『湘北地区社協』検索  ★手助けが必要な時 ⇒ 湘北地区ボランティアセンター 0467(27)2030 (毎週月,木:10時～12時) 

 

平
成
二
十
二
年
十
一

月

九

日
（
金
）
、
香

川

公
民
館
で
の
転
倒
予
防

教
室
に
参
加
し
た
。
早

目
に
と
思
っ
て
十
分
前

に
覗
い
た
ら
、
す
で
に

沢

山

の

人

が

来

て

お

り
、
関
心
の
高
さ
に
驚

い
た
。
受

付
後
、
空

い

て
い
た
椅
子
に
座
っ
た

が
、
最
終
的
に
四
十
名

ほ
ど
集
ま
り
、
そ
の
う

ち
男
性
の
出
席
者
が
九
名
居
た
。 

  

定
刻
十
時
に
な
っ
て
、
体
操
が
は
じ
ま
っ
た
。
最
初

は
、
椅
子
に
座
っ
て
の
準
備
運
動
、
先
生
の
掛
け
声
で

手
を
上
下
左
右
に
、
足
を
前
後
左
右
に
、
斜
め
に
と
動

か
せ
、
軽
い
運
動
で
身
体
を
慣
ら
せ
て
行
く
。
次
に
、

椅
子
を
退
か
せ
て
「
ち
が
さ
き
体
操
」
を
経
験
し
た
。

簡
単
な
動
作
の
組
み
合
わ
せ
な
の
だ
が
、
結
構
運
動
に

な
っ
た
。
特
に
両
手
を
広
げ
相
撲
取
り
を
真
似
た
、
四

股
踏
み
運
動
は
興
味
深
く
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
。
。 

 

次
は
椅
子
に
座
っ
て
、
長
さ
が
身
長
ほ
ど
あ
る
、
幅

広
の
薄
い
ゴ
ム
帯
を
使
っ
て
の
運
動
で
あ
る
。
黄
色
、

マ
ジ
ェ
ン
ダ
色
の
帯
の
両
端
を
持
っ
て
両
手
を
大
き
く

広
げ
た
り
、
拗
じ
っ
た
り
す
る
。
力
に
余
裕
の
あ
る
人

は
帯
を
二
重
に
持
つ
と
言
う
が
、
結
構
な
筋
肉
運
動
に

な
る
。
胸
の
前
で
手
洗
い
洗
濯
を
遣
る
様
に
ゴ
ム
帯
を

斜
め
に
交
互
に
引
っ
張
る
運
動
は
遠
い
昔
の
洗
濯
を
思

い
出
し
、
親
し
み
を
感
じ
た
。
運
動
の
後
は
、
歯
医
者

さ
ん
に
よ
る
、
お
口
ケ
ア
の
話
が
あ
っ
て
、
十
一
時
四

十
分
終
了
し
た
。
転
倒
予
防
教
室
は
茅
ヶ
崎
市
内
の
十

六
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
月
一
回
の
割
合
で
行
わ
れ
て
お

り
、
と
て
も
参
加
し
や
す
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
思
う
。

こ
の
日
筆
者
が
話
か
け
た
七
十
三
才
の
男
性
は
、
す
で

に
十
五
ヶ
所
の
会
場
を
経
験
し
た
そ
う
で
、
頭
に
ハ
チ

マ
キ
を
し
て
の
参
加
、
と
て
も
元
気
で
健
康
そ
う
で

あ
っ
た
。 

日
時
：
毎
週
月
、
火
、 

 
 

 

木
、
金
、
土
曜
日 

 
 

 
(

祝
日
休
み)

 

 
 

 

十
時
～
十
五
時 

場
所
：
鶴
が
台
団
地 

 
 

 
 

 

第
一
集
会
所 

 

買
い
物
や
散
歩
の
と
き

ち
ょ
っ
と
一
休
み
！
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
・
・ 

～
茅
ヶ
崎
市
転
倒
予
防
教
室
～ 

〈 

地
域
だ
よ
り 

〉 

 

湘
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年

一
月
十
八
日
（
火
）
浜
須
賀
地
区
の
心
身
障
害
児
通
園

施
設
つ
つ
じ
学
園
と
児
童
養
護
施
設
白
十
字
会
林
間
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
稲
井
学
園
長
、
山
川
施
設
長
と

各
施
設
関
係
者
の
皆
様
に
ご
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

  

最
初
に
訪
問
し
た
つ
つ
じ
学
園
は
、
就
学
前
の
知
的

障
害
を
持
つ
子
供
た
ち
や
心
身
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち

が
通
園
し
、
療
育
を
通
し
て
集
団
生
活
・
社
会
生
活
へ

の
適
応
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
か

か
え
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
と
も
に
考
え
、
子
供
の
発

達
を
促
す
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年

か
ら
は
、
障
害
児
が
下
校
後
や
、
休
校
期
間
中
に
活
動

す
る
場
を
提
供
す
る
日
中
一
時
支
援
事
業
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。 

 

わ
が
子
が
障
害
児
と
い
う
重
荷
を
背
負
っ
て
頑
張
る

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
出
会
っ
た
時
は
、
一
言
で
も

良
い
「
頑
張
っ
て
ま
す
ね
」
「
毎
日
大
変
で
す
ね
」

「
具
合
は
ど
う
で
す
か
」
等
と
声
を
か
け
て
あ
げ
て
下

さ
い
と
の
学
園
長
さ
ん
の
お
話
は
深
く
心
に
残
り
ま
し

た
。 

  

次
に
訪
問
し
た
白
十
字
会
林
間
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
っ
て
家
族
と
一
緒
に
生
活
で
き
な
い
二
歳

か
ら
十
八
歳
の
子
供
た
ち
が
、
出
来
る
限
り
温
か
い
家

庭
的
雰
囲
気
の
中
で
仲
間
や
職
員
と
の
共
同
生
活
を
通

し
て
社
会
に
自
立
す
る
た
め
の
支
援
、
及
び
市
の
委
託

を
受
け
、
短
期
間
の
宿
泊
と
夕
方
か
ら
夜
ま
で
の
日
帰

り
で
子
供
を
預
か
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

共
同
生
活
の
中
か
ら
、
健
康
と
大
人
へ
の
信
頼
を
と

り
も
ど
し
仲
間
と
の
協
調
性
を
身
に
つ
け
て
、
生
ま
れ

て
き
て
よ
か
っ
た
と
自
信
を
持
っ
て
自
立
で
き
る
よ

う
、
寝
食
を
共
に
し
て
奮
闘
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
厳
し

い
社
会
情
勢
の
な
か
を
、
ひ
と
り
で
施
設
を
巣
立
っ
て

行
く
子
供
た
ち
に
対
す
る
社
会
の
受
け
入
れ
態
勢
が
、

多
く
の
方
面
の
ご
理
解
を
得
て
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 

カ
フ
ェ
み
ず
き
は
、

平
成
二
十
一
年
九
月
か

ら
始
ま
っ
た
み
ず
き
地

区
の
サ
ロ
ン
で
、
毎
月

一
回
、
原
則
第
四
木
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月

十
六
日(

木)

は
、
十
二

月
と
い
う
こ
と
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
、

約
二
十
名
の
参
加
者
で

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に

入
る
と
、
ク
リ
ス
マ
ス

に
ち
な
ん
だ
装
飾
品
が

多
く
飾
ら
れ
、
綺
麗
に
彩
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
、
明
る
く
賑
や
か
な
会
場
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
た
。 

 

カ
フ
ェ
み
ず
き
主
催
者
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
イ
ベ

ン
ト
開
始
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色

と
と
も
に
、
参
加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

合
唱
。
そ
し
て
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ビ
ン
ゴ

大
会
を
実
施
。
次
々
と
発
表
さ
れ
る
数
字
と
、
手
元

に
あ
る
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
比
べ
な
が
ら
皆
一
喜
一

憂
。
そ
し
て
、
ビ
ン
ゴ
と
な
っ
た
参
加
者
は
、
ツ

リ
ー
そ
ば
に
置
か
れ
た
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
入
っ
た
袋
を
一
つ
選
ん
で
い
き
、
皆
が
受
け

取
っ
た
と
こ
ろ
で
袋
の
中
身
を
確
認
。
参
加
者
の
笑

顔
が
満
ち
溢
れ
た
。
最
後
に
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
を
歌

い
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
し
、
楽
し
い
時
間
は
終

わ
り
を
迎
え
た
。 

 

今
回
初
め
て
参
加
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者

の
方
か
ら
温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
と
て
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
み
な
さ
ん
も
、
お
気
軽
に
参

加
さ
れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

～
み
ず
き
だ
よ
り(

カ
フ
ェ
み
ず
き)

～ 

 

～
編
集
後
記
～ 

 

湘
北
３
５
号
を
発
刊
し
て
一
息
つ
く
間
も
な
く
、
３

６
号
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
秋
は
行
事
も
多
く
、

主
催
者
に
寄
稿
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
な
る
べ
く
自

ら
行
事
に
参
加
し
て
記
事
を
書
く
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。
地
域
で
福
祉
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
や
参
加
さ

れ
た
人
々
の
思
い
の
一
端
が
お
伝
え
出
来
れ
ば
望
外
の

こ
と
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
榎
本
） 

 

平
成
二
十
二
年
度
湘
北
地
区
市
民
集
会
が
、
平
成
二

十
二
年
十
一
月
十
四
日
（
日
）
に
香
川
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

市
民
集
会
は
市
長
が
直
接
地
域
住
民
に
市
政
の
報
告

を
す
る
と
同
時
に
、
福
祉
、
教
育
、
安
全
、
町
づ
く
り

等
地
域
で
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
る
住
民
の
質
問
に

答
え
、
住
民
の
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
為
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

当
日
は
服
部
市
長
以
下
行
政
側
十
九
名
、
青
木
会
長

以
下
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
役
員
理
事
と
地
域
住
民

多
数
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
事
前
に
自
治
会
連
合
会
が
提
出
し
た
質
問

要
望
事
項
に
関
す
る
補
足
質
疑
の
後
、
一
般
参
加
者
か

ら
の
活
発
な
質
問
や
要
望
が
予
定
時
間
を
超
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

湘
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
要
望
事
項
の
今
後
の
経
緯
を
注
視
し
つ
つ
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

～
鶴
が
台
だ
よ
り(

Ｅ
ラ
ウ
ン
ジ)

～ 

「
活
発
な
質
問
や
要
望
」 
 

～
湘
北
地
区
市
民
集
会
～  

「
感
動
の
１
日
」 

～
つ
つ
じ
学
園
、

白
十
字
会
林
間
学
校
の
訪
問
～  

 

今
年
も
「
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
講
座
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
四
回
、

香
川
公
民
館
で
十
七
名
の
受
講
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

受
講
生
の
中
に
は
、
各
地
域
で
自
主
的
な
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
も
い
て
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
を
作

り
な
が
ら
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
り
、
実
際
に
体
験
学

習
を
し
た
り
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
と
充
実
し
た
四

日
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
全
日
出
席
者
の
八
名

に
は
青
木
会
長
か
ら
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
、
嬉
し
そ
う

で
し
た
。 

 

毎
回
受
講
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か

ら
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

 

第
一
回
：
講
演
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
」 

・
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
背
景
に
つ

な
が
り
、
考
え
方
を
具
体
的
に
事
例
に
基
づ
い
て
話
さ

れ
た
の
で
理
解
で
き
ま
し
た
。 

第
二
回
：
体
験
学
習(

車
い
す
・
ア
イ
マ
ス
ク
体
験) 

・
目
の
不
自
由
さ
の
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
段

差
、
階
段
の
上
り
下
り
、
相
手
と
の
信
頼
関
係
の
大
切

さ
が
本
当
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
見
か
け

た
ら
進
ん
で
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。 

・
車
椅
子
体
験
は
道
路
状
況
で
押
す
ほ
う
も
乗
っ
て
い

る
方
も
こ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
ま
し
た
。 

・
シ
ニ
ア
体
験
を
し
て
み
て
、
毎
日
が
こ
ん
な
に
動
き

づ
ら
く
、
歩
く
の
も
大
変
な
こ
と
が
わ
か
り
、
気
持
ち

が
理
解
で
き
ま
し
た
。 

第
三
回
：
湘
北
地
区
に
あ
る
施
設
や
グ
ル
ー
プ
紹
介 

・
地
域
に
あ
る
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
内

容
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
良
か
っ
た
。 

第
四
回
：
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ま
と
め 

・
４
回
参
加
し
ま
し
た
。
ど
の
回
も
内
容
の
濃
い
講
座

で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
体
験
で
は
す
る
側
、

さ
れ
る
側
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
こ
と
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
身
近
に
多
く
の
支
援
場
所
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
さ
れ
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
？ 

第
四
回
湘
北
地
区 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座 

日
時
：
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日 

十
時
～
十
四
時 

場
所
：
鶴
が
台
（
一
街
区
）
集
会
所 

 

お
茶
無
料
。
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
五
十
円
。 

 

お
茶
し
て
お
帰
り
に
な
る
方
、
手
芸
、
読
書
、
お

し
ゃ
べ
り
、
ト
ラ
ン
プ
遊
び
な
ど
。
昼
食
を
持
参
し

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食

べ
、
「
一
人
で
食
べ
る
よ

り
お
い
し
い
ね
」
と
言
う

会
話
、
笑
い
の
あ
る
明
る

く
楽
し
い
サ
ロ
ン
で
す
。 

 

 

ス
タ
ッ
フ
も
元
気
を
も

ら
っ
て
ま
す
。
是
非
一
度

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

～
鶴
が
台
一
街
区
だ
よ
り 

(

ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン)

～ 

〈 

視
察
研
修 

〉 
 

〈 

体
験
レ
ポ
ー
ト 

〉 

名称 実施場所 開催日 利用料/会費 コメント

きらきらぼし
鶴が台小学校

多目的室
毎週月曜日
10:00～14:00

保険料
年100円

お子さんを自由に遊ばせながら、ほっと一息つける
室内公園です。子育て中の保護者がおしゃべり
しながらリフレッシュしています。

子育てサロン
「みずきッズ」

みずき
コミュニティハウス

毎月第2木曜日
10:00～12:30

参加費 50円
(保険料

＋折り紙代)

開設以来多くのママ達のコミュニケーション場として
利用されて来ました。皆様のご要望に応えて四月から
月二回の開催を目指し、スタッフ一同頑張ります。

子育てサロン
スウィートポテト

甘沼自治会館
毎月第４水曜日
10:00～15:00

参加費 50円
(保険代込)

マットや遊具など用意して、乳幼児と保護者の
方々の集い、語らいの場を提供しています。
ほのぼのとした暖かい輪ができ、安心して過ごせます。

香川
ニコニコサークル

香川自治会館
毎月3回金曜日
10:00～15:00

無料
親子体操、工作教室、手芸などのイベントがあります。
飲食自由、給湯室がありますのでミルクも作れます。

茅ヶ崎市
鶴が台保育園
Tel:0467-51-0782

のびのび広場、体験保育(親子一緒)は申込制です。
・庭園開放 毎週木曜日10：00～12：00
・のびのび広場 毎月第4土曜日13：30～15：00
・体験保育 毎月第3水曜日

「湘北地区の育児支援グループ」 ： お問合わせは、湘北地区ボランティアセンターまで




